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(54)【発明の名称】 内視鏡用液体送出装置

(57)【要約】
【目的】  送液管のメンテナンスが容易な内視鏡用液体
送出装置を提供すること。
【構成】  内視鏡に送液管を介して接続される、上記内
視鏡に液体を送るための液体送出装置であって、上記送
液管が接続されたシリンダと、上記シリンダの内部に嵌
合され、外周面が上記シリンダの内面と水密状態で接触
して、上記シリンダとの間に、上記送液管と連通すると
ともに上記液体が貯留される貯留空間を形成し、かつ上
記シリンダの内部を上記貯留空間の容積を縮小または拡
大する方向に往復移動するピストンと、上記ピストンに
一体に設けられた駆動力伝達部と、該駆動力伝達部に、
上記ピストンの移動方向に軸線を向けて形成したねじ孔
と、該ねじ孔と螺合する送りねじと、該送りねじを、そ
の軸線回りに正逆両方向に回転させる駆動手段とを備え
ることを特徴とする内視鏡用液体送出装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡に送液管を介して接続される、上
記内視鏡に液体を送るための液体送出装置であって、
上記送液管が接続されたシリンダと、
上記シリンダの内部に嵌合され、外周面が上記シリンダ
の内面と水密状態で接触して、上記シリンダとの間に、
上記送液管と連通するとともに上記液体が貯留される貯
留空間を形成し、かつ上記シリンダの内部を上記貯留空
間の容積を縮小または拡大する方向に往復移動するピス
トンと、
上記ピストンに一体に設けられた駆動力伝達部と、
該駆動力伝達部に、上記ピストンの移動方向に軸線を向
けて形成したねじ孔と、
該ねじ孔と螺合する送りねじと、
該送りねじを、その軸線回りに正逆両方向に回転させる
駆動手段と、を備えることを特徴とする内視鏡用液体送
出装置。
【請求項２】  請求項１記載の内視鏡用液体送出装置に
おいて、
上記駆動力伝達部の内部に、上記送りねじの少なくとも
先端部を収納する中空部を形成し、上記送りねじの先端
部にストッパを設けるとともに、上記中空部に、上記ス
トッパが当接したときに、上記ピストンを上記貯留空間
の容積を最も小さくする位置で停止させる第１当接面
と、上記ストッパが当接したときに、上記ピストンを上
記貯留空間の容積を最も大きくする位置で停止させる第
２当接面とを形成した内視鏡用液体送出装置。
【請求項３】  請求項１または２記載の内視鏡用液体送
出装置において、上記ピストンが上記シリンダに対して
相対回転するのを防止する回り止め手段を設けた内視鏡
用液体送出装置。
【請求項４】  内視鏡に送液管を介して接続される、上
記内視鏡に液体を送るための液体送出装置であって、
上記送液管が接続されたシリンダと、
上記シリンダの内部に嵌合され、外周面が上記シリンダ
の内面と水密状態で接触して、上記シリンダとの間に、
上記送液管と連通するとともに上記液体が貯留される貯
留空間を形成し、かつ上記シリンダの内部を上記貯留空
間の容積を縮小または拡大する方向に往復移動するピス
トンと、
上記ピストンに一体に設けられた駆動力伝達部と、
該駆動力伝達部に、上記ピストンの移動方向に向けて形
成したラックと、
該ラックと噛合するピニオンと、
該ピニオンを正逆両方向に回転させる駆動手段と、
を備えることを特徴とする内視鏡用液体送出装置。
【請求項５】  請求項１ないし４のいずれか１項記載の
内視鏡用液体送出装置において、上記シリンダに、上記
貯留空間に上記液体を補給するための補給管を設けて、
該補給管の開口端部に着脱自在な蓋を被せた内視鏡用液
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体送出装置。
【請求項６】  請求項１ないし５のいずれか１項記載の
内視鏡用液体送出装置において、上記送液管の内部に、
上記ピストンが停止しているときは上記送液管を閉じ、
上記ピストンが上記貯留空間を縮小する方向に移動して
上記液体が上記貯留空間から内視鏡側に流れるときに上
記送液管を開放する逆止弁を設けた内視鏡用液体送出装
置。
【請求項７】  請求項１ないし６のいずれか１項記載の
内視鏡用液体送出装置において、上記駆動手段をモータ
とした内視鏡用液体送出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、内視鏡に、患部洗浄に用いられ
る水等の液体を送るための液体送出装置に関する。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】医療用の内視鏡の使用態様
の一つに、内視鏡の先端部に設けられた開口部から観察
対象内の患部に水を吹き付けて、患部の洗浄を行うこと
がある。このため、内視鏡には通常、水を内視鏡の内部
に送水するための送水装置（液体送出装置）が送水管を
介して接続されている。
【０００３】このような送水装置の従来例としては、一
端が内視鏡に接続され他端が水の貯留用容器に接続され
たゴムチューブ製の送水管の一部を、ハウジング内にＵ
字状に折り曲げた状態で収納し、駆動手段により回転す
る、ハウジングに設けられた回転部材の両端部で送水管
を連続的にしごいて、貯留用容器内の水を内視鏡の内部
に送水するものがある。
【０００４】しかし、このタイプの送水装置では、回転
部材で送水管をしごくので送水管が損傷しやすく、送水
管の点検や交換を定期的に行う必要があり、送水管のメ
ンテナンスが面倒であった。
【０００５】
【発明の目的】本発明は、送液管のメンテナンスが容易
な内視鏡用液体送出装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【発明の概要】本発明は、内視鏡に送液管を介して接続
される、上記内視鏡に液体を送るための液体送出装置で
あって、上記送液管が接続されたシリンダと、上記シリ
ンダの内部に嵌合され、外周面が上記シリンダの内面と
水密状態で接触して、上記シリンダとの間に、上記送液
管と連通するとともに上記液体が貯留される貯留空間を
形成し、かつ上記シリンダの内部を上記貯留空間の容積
を縮小または拡大する方向に往復移動するピストンと、
上記ピストンに一体に設けられた駆動力伝達部と、該駆
動力伝達部に、上記ピストンの移動方向に軸線を向けて
形成したねじ孔と、該ねじ孔と螺合する送りねじと、該
送りねじを、その軸線回りに正逆両方向に回転させる駆
動手段とを備えることを特徴としている。
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【０００７】上記駆動力伝達部の内部に、上記送りねじ
の少なくとも先端部を収納する中空部を形成し、上記送
りねじの先端部にストッパを設けるとともに、上記中空
部に、上記ストッパが当接したときに、上記ピストンを
上記貯留空間の容積を最も小さくする位置で停止させる
第１当接面と、上記ストッパが当接したときに、上記ピ
ストンを上記貯留空間の容積を最も大きくする位置で停
止させる第２当接面とを形成するのが好ましい。
【０００８】また、上記ピストンが上記シリンダに対し
て相対回転するのを防止する回り止め手段を設けるのが
好ましい。
【０００９】また、本発明は、内視鏡に送液管を介して
接続される、上記内視鏡に液体を送るための液体送出装
置であって、上記送液管が接続されたシリンダと、上記
シリンダの内部に嵌合され、外周面が上記シリンダの内
面と水密状態で接触して、上記シリンダとの間に、上記
送液管と連通するとともに上記液体が貯留される貯留空
間を形成し、かつ上記シリンダの内部を上記貯留空間の
容積を縮小または拡大する方向に往復移動するピストン
と、上記ピストンに一体に設けられた駆動力伝達部と、
該駆動力伝達部に、上記ピストンの移動方向に向けて形
成したラックと、該ラックと噛合するピニオンと、該ピ
ニオンを正逆両方向に回転させる駆動手段とを備えるこ
とを特徴としている。
【００１０】上記シリンダに、上記貯留空間に上記液体
を補給するための補給管を設けて、該補給管の開口端部
に着脱自在な蓋を被せるのが好ましい。
【００１１】また、上記送液管の内部に、上記ピストン
が停止しているときは上記送液管を閉じ、上記ピストン
が上記貯留空間を縮小する方向に移動して上記液体が上
記貯留空間から内視鏡側に流れるときに上記送液管を開
放する逆止弁を設けるのが好ましい。
【００１２】さらに、上記駆動手段をモータとするのが
好ましい。
【００１３】
【発明の実施の形態】図１ないし図５を参照して、本発
明の第１の実施形態について説明する。図１に示す電子
内視鏡（内視鏡）１は医療用の内視鏡であり、体腔内に
挿入される挿入部３とその基部側に接続された操作部５
を有している。挿入部３は、先端側から順に先端部７、
湾曲部９及び可撓管部１１を有しており、さらに可撓管
部１１が連結部１３を介して操作部５に接続している。
【００１４】先端部７は、硬性部材からなる先端部本体
（不図示）を有し、この先端部本体に、対物レンズ保持
孔、配光レンズ保持孔、送気送水チャンネル出口、処置
具挿通チャンネル出口、水排出孔等が形成されている。
対物レンズ保持孔と配光レンズ保持孔には、結像用の対
物レンズと照明用の配光レンズが保持されている。
【００１５】湾曲部９内には、軸線と直交する軸を中心
に相対回動可能に連結された複数の節輪（湾曲駒）が、
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その軸線方向に並べて設けられている。操作部５に設け
た左右湾曲操作ノブ１５Ａ、上下湾曲操作ノブ１５Ｂを
回動操作することによって、不図示の複数の湾曲操作ワ
イヤが牽引または弛緩されて、複数の節輪を相対回動さ
せる。すると、湾曲部９が湾曲される。具体的には、左
右湾曲操作ノブ１５Ａを正逆方向に回動操作すると、一
対の湾曲操作ワイヤを介して湾曲部９が左右方向に湾曲
し、上下湾曲操作ノブ１５Ｂを正逆方向に回動操作する
と、別の一対の湾曲操作ワイヤを介して湾曲部９は上下
方向に湾曲する。さらに、湾曲部９の湾曲状態は、左右
ロックノブ１７Ａや上下ロックレバー１７Ｂを操作する
ことによって固定させることが可能である。
【００１６】操作部５からはユニバーサルチューブ１９
が延出しており、該ユニバーサルチューブ１９の端部に
は、プロセッサに接続するコネクタ部（いずれも不図
示）が設けられている。コネクタ部には、不図示の信号
伝送用ケーブルやライトガイドの端部、送気チューブや
送水チューブの入口部等が設けられており、コネクタ部
をプロセッサに接続することによって、これらの各部
は、プロセッサ側の画像処理装置、光源及び送気送水源
に接続される。
【００１７】先端部７内には、対物レンズの背後にＣＣ
Ｄが設けられており、対物レンズから該ＣＣＤの受光面
に入った観察対象の像は光電変換され、ＣＣＤから挿入
部３と操作部５を経由してユニバーサルチューブ１９の
コネクタ部まで配設された前述の信号伝送用ケーブルを
介して、電子画像としてプロセッサに送られる。プロセ
ッサでは、電子画像をモニタに表示したり画像記録媒体
に記録することができる。操作部５には、画像処理関連
の遠隔操作を行うための複数のリモート操作ボタンスイ
ッチ２１が設けられている。また、配光レンズには、ユ
ニバーサルチューブ１９のコネクタ部から挿入部３の先
端部７まで配設された前述のライトガイドを介して、プ
ロセッサに設けた光源からの照明光が与えられる。
【００１８】操作部５には、リモート操作ボタンスイッ
チ２１の近傍位置に送気送水ボタン２３が設けられてお
り、送気送水ボタン２３を押圧すると、プロセッサ側の
送気源または送水源から前述の送気チューブや送水チュ
ーブに送り込まれた空気や液体が、先端部７の送気送水
チャンネル出口から対物レンズに向けて噴射される。
【００１９】電子内視鏡１の連結部１３には、鉗子や高
周波焼灼処置具といった処置具（不図示）挿入用の処置
具挿入口突起２５が設けられており、処置具挿入口２７
には、処置具の非使用時に処置具挿入口２７の開口部を
塞ぐ鉗子栓（不図示）が付属している。処置具挿入口２
７から内視鏡内方に向けて、処置具挿通チャンネル（不
図示）が構成されており、処置具挿通チャンネルの先端
部は、先端部７に形成した前述の処置具挿通チャンネル
出口に臨んでいる。処置具挿通チャンネルには、図示し
ない吸引チューブが接続しており、この吸引チューブ
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は、電子内視鏡１の外部に設けた図示されない負圧源
（吸引源）に接続されている。
【００２０】処置具挿通チャンネルに対しては、処置具
挿入口２７を介して鉗子や高周波焼灼処置具等の処置具
を挿入することと、吸引チューブを介して負圧源から負
圧をかけることが可能であり、操作部５に設けた吸引ボ
タン２９を押圧すると、負圧源側の管路と処置具挿通チ
ャンネルが連通されて、負圧が処置具挿通チャンネルに
作用し、処置具挿通チャンネル出口から体液等の液体を
吸引することができる。
【００２１】電子内視鏡１の内部には、電子内視鏡１を
基部から先端部７にかけて貫通する送水用管路（不図
示）が設けられており、送水用管路の基端側開口部は送
水管接続部（不図示）となっており、送水用管路の先端
側開口部は先端部７の端面において開口する水排出孔と
なっている。
【００２２】送水管接続部には、ゴムチューブからなる
送水管（送液管）３１の一端が接続されており、送水管
３１の他端は本実施形態の特徴部分である送水装置（液
体送出装置）３３に接続されている。図２及び図３に示
すように、送水管３１の内部には、常時は送水管３１を
閉じ、後述するシリンダ５５側から送水管３１側に予め
定めた設定水圧以上の水圧が生じた場合にのみ送水管３
１を開放する逆止弁３５が設けられている。
【００２３】送水装置３３のハウジング３７は、ほぼ上
下対称形をなす上方部分３９と下方部分４１とを不図示
の結合手段により固定することにより構成されている。
ハウジング３７の前面（図２の左側の面）には送水管３
１を挿通するための挿通孔４３が穿設されており、上方
部分３９の上面の前端部には、後述する補給管５９を挿
通するための挿通孔４５が穿設されている。
【００２４】下方部分４１の底部には、上下の半円状部
材４７、４９の基端部同士を前後方向の軸回りに回転自
在に枢着したリング状のシリンダ固定具５１が固定され
ており、上部の半円状部材４９の遊端部には、上下の半
円状部材４７、４９の遊端部同士を固定可能なねじ５３
が設けられている。ねじ５３により上下の半円状部材４
７、４９の遊端部同士が固定されたシリンダ固定具５１
の間には、後面が開口する円筒状のシリンダ５５が挟持
されており、シリンダ５５の後面は下方部分４１の底部
に突設された位置決め部材５６の前面に当接している。
【００２５】シリンダ５５の前端面の略中心には接続管
５７が突設されており、この接続管５７には、挿通孔４
３に挿通された送水管３１の端部が接続している。ま
た、シリンダ５５の前端面の上部には、上方に向かって
延出し上方部分３９の挿通孔４５を通ってハウジング３
７の上方に突出する補給管５９が接続しており、補給管
５９の上端開口部は着脱自在な蓋６１により塞がれてい
る。
【００２６】シリンダ５５の内部には、外周面がシリン
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ダ５５の内面に水密状態で接触する円形板状のピストン
６３が、前後方向に移動自在に嵌合している。シリンダ
５５とピストン６３で囲まれた部分は円柱状の貯留空間
６５となっており、ピストン６３の後面の中心部には後
方を向く駆動力伝達部６７が設けられている。駆動力伝
達部６７の下面には前後方向を向く直進ガイド溝（回り
止め手段）６９が設けられており、この直進ガイド溝６
９には、位置決め部材５６に突設された上向きの回り止
め片（回り止め手段）７１の上端部が係合している。
【００２７】駆動力伝達部６７の内部には中空部７３が
形成されており、駆動力伝達部６７の後面には中空部７
３と連通する前後方向を向く雌ねじ孔（ねじ孔）７５が
穿設されている。この雌ねじ孔７５には、前後方向を向
く送りねじ７７の周面に形成された雄ねじ７９が螺合し
ている。送りねじ７７の雌ねじ孔７５と螺合した部分よ
り前方の部分は中空部７３内に位置しており、送りねじ
７７の前端部にはストッパ８０が設けられている。
【００２８】下方部分４１の底部の後端部に基台８１を
介して設置されたモータ８３（駆動手段）には、送りね
じ７７と同心をなす回転軸８５が設けられており、送り
ねじ７７と回転軸８５は、着脱自在なジョイント部材８
７により相対回転不能に（一体的に回転するように）連
結されている。
【００２９】モータ８３が正転すると、雄ねじ７９と雌
ねじ孔７５の螺合関係によりピストン６３がシリンダ５
５に対して前方に相対移動し、モータ８３が逆転する
と、ピストン６３がシリンダ５５に対して後方に相対移
動する。モータ８３は、図３に示すように、ストッパ８
０が中空部７３の後面（第１当接面）７３ａに当接して
貯留空間６５の容積が最小になった時、及び、図２に示
すように、ストッパ８０が中空部７３の前面（第２当接
面）７３ｂに当接して貯留空間６５の容積が最大になっ
た時に、その回転を停止するように制御されている。
【００３０】次に、以上のような送水装置３３の作用に
ついて説明する。
【００３１】まず、補給管５９の蓋６１を外して、補給
管５９から貯留空間６５に水（液体）Ｗを注入する。補
給管５９に蓋６１を取り付けた後、モータ８３を正転さ
せると、ピストン６３が前方に移動して貯留空間６５の
容積が小さくなり、送水管３１内の水圧が設定水圧より
高くなり逆止弁３５が開く。貯留空間６５内にあった水
Ｗは送水管３１を通って電子内視鏡１の内部に押し出さ
れ、送水用管路を通って先端部７の水排出孔から電子内
視鏡１の外部に排出される。図３に示すように、ストッ
パ８０が第１当接面７３ａに当接すると、貯留空間６５
の容積が最小となり、貯留空間６５内の水Ｗが無くな
る。
【００３２】この状態で補給管５９から蓋６１を取り外
し、モータ８３を逆転させて、ストッパ８０が第２当接
面７３ｂに接触するまでピストン６３を後方に移動させ
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7
ると、貯留空間６５の容積が最大になる。この後、再び
補給管５９から貯留空間６５の内部に水Ｗを注入して、
補給管５９に蓋６１を取り付けると、送水装置３３は図
２の状態となる。この状態でモータ８３を正転させるこ
とにより、水Ｗを再び先端部７の水排出孔から電子内視
鏡１の外部に排出することができる。
【００３３】以上のような本実施形態によれば、シリン
ダ５５内のピストン６３を往復運動させることにより水
Ｗを電子内視鏡１に送水しているので、上述の送水運動
により送水管３１が損傷することはなく、送水管３１の
点検や交換を定期的に行う必要がなくなるので、送水管
３１のメンテナンスが容易になる。
【００３４】また、図５に示すように、ハウジング３７
の上方部分３９を取り外した後、ねじ５３を緩めて上下
の半円状部材４７、４９同士の結合を解除し、上部の半
円状部材４９を上方に回動させて、ジョイント部材８７
から送りねじ７７を取り外せば、シリンダ５５とピスト
ン６３をハウジング３７から取り出すことができるの
で、シリンダ５５とピストン６３の洗浄等を簡単に行う
ことができる。
【００３５】次に本発明の第２の実施形態について図６
を参照しながら説明する。なお、第１の実施形態と同じ
部材には、同じ符号を付すに止めて、その詳細な説明は
省略する。
【００３６】本実施形態の送水装置９０のハウジング９
２は、第１の実施形態のハウジング３７に比べて前後長
が短い上方部分９４と下方部分９６とから構成されてい
る。
【００３７】ピストン６３の後面に設けられた駆動力伝
達部９８の下面にはラック１００が形成されている。下
方部分９６の底部にはモータ取付台１０２が立設されて
おり、モータ取付台１０２に固定されたモータ１０４の
回転軸１０６には、ラック１００と噛合するピニオン１
０８が固着されている。
【００３８】モータ１０４を正転させると、貯留空間６
５の容積が最小になるまでピストン６３が前方に移動し
（不図示）、貯留空間６５内の水Ｗが送水管３１を通っ
て電子内視鏡１の送水用管路に送られ、貯留空間６５の
容積が最小になるとモータ１０４が停止する。
【００３９】モータ１０４を逆転させるとピストンが後
退し、貯留空間６５の容積が最大になると（図６の状
態）、モータ１０４が停止する。
【００４０】このような実施形態によっても、送水運動
により送水管３１が損傷することはなく、送水管３１の
点検や交換を定期的に行う必要がなくなるので、送水管
３１のメンテナンスが容易になる。
【００４１】以上説明した本発明は上記の実施形態に限
定されるものではなく、例えば、水Ｗ以外の液体を貯留
空間６５に入れて、先端部７から電子内視鏡１の外部に
排出することも可能である。
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【００４２】
【発明の効果】本発明によれば、送液管のメンテナンス
が容易な内視鏡用液体送出装置が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡システムの全
体図である。
【図２】同じく、ピストンを引いた状態の送水装置の拡
大縦断側面図である。
【図３】同じく、ピストンを押し込んだ状態の送水装置
の拡大縦断側面図である。
【図４】同じく、送水装置の拡大縦断正面図である。
【図５】同じく、シリンダとピストンをハウジングから
取り出す状態を示す送水装置の拡大縦断正面図である。
【図６】本発明の第２の実施形態の送水装置の図２と同
様の拡大縦断側面図である。
【符号の説明】
１      電子内視鏡（内視鏡）
３      挿入部
５      操作部
７      先端部
９      湾曲部
１１    可撓管部
１３    連結部
１５Ａ  左右湾曲操作ノブ
１５Ｂ  上下湾曲操作ノブ
１７Ａ  左右ロックノブ
１７Ｂ  上下ロックレバー
１９    ユニバーサルチューブ
２１    リモート操作ボタンスイッチ
２３    送気送水ボタン
２５    処置具挿入口突起
２７    処置具挿入口
２９    吸引ボタン
３１    送水管（送液管）
３３    送水装置（液体送出装置）
３５    逆止弁
３７    ハウジング
３９    上方部分
４１    下方部分
４３    挿通孔
４５    挿通孔
４７    半円状部材
４９    半円状部材
５１    シリンダ固定具
５３    ねじ
５５    シリンダ
５６    位置決め部材
５７    接続管
５９    補給管
６１    蓋
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６３    ピストン
６５    貯留空間
６７    駆動力伝達部
６９    直進ガイド溝（回り止め手段）
７１    回り止め片（回り止め手段）
７３    中空部
７３ａ  第１当接面
７３ｂ  第２当接面
７５    雌ねじ孔（ねじ孔）
７７    送りねじ
７９    雄ねじ
８０    ストッパ
８１    基台
８３    モータ（駆動手段） *
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*８５    回転軸
８７    ジョイント部材
９０    送水装置（液体送出装置）
９２    ハウジング
９４    上方部分
９６    下方部分
９８    駆動力伝達部
１００  ラック
１０２  モータ取付台
１０４  モータ（駆動手段）
１０６  回転軸
１０８  ピニオン
Ｗ      水（液体）

【図１】 【図４】

【図５】
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